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ここが変わります・・・７P 

ともに考えよう！
会食会（H25.2.16）のレク

リエーションの風景。だれも

が幸せに暮らし続けられる 

地域づくりについて、いっ

しょに考えてみませんか！ 



 現在、私たちの暮らす地域では、人口減少が顕著に進行するなか、ひとり暮らしの高齢者の増

加などによる新たな福祉ニーズに如何に対応すべきか、地域全体でともに考え、「ともに」支え

合う体制づくりの整備が強く求められています。福祉サービスを取り巻く環境は、「支える」側

の人口が減少し、相対的に「支えられる」側の人口が増加する状況のなかで、今後、人員体制の

整備をはじめ持続可能なサービス提供体制を如何に構築すべきかが大きな課題となっています。 

 そのような中で、誰もがいつまでも住みなれた地域で安心して暮らし続けられるように、改め

て社協に期待される役割と果たすべき役割を再確認するとともに、ひとりひとりが尊重されいき

いきと輝き、ともに支え合う地域福祉の実現に努めます。 
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基本目標

増加するひとり暮らしや高齢者世帯等の皆さん

が住み慣れた地域での生活を継続するために

は、生活基盤を整備し、山間地域での社会資源の

不足による日常生活の不利益を解消することが

必要となっています。平成２５年度は配食サー

ビス等の提供体制の充実を図り、生活支援サー

ビスの充実のための体制整備に努めます。 

④ 生活支援サービスの充実の 

    ための体制整備 

相談事業の実施に関わらず、利用者の思いを 

汲みとり、より満足度の高いサービスを提供す

るためには、職員の相談援助能力の向上が不可

欠です。「聞く能力」の向上に努めるとともに、

利用者や地域の皆さんが身近で気軽に相談で

き、頼りに思ってもらえるようなスタッフの 

育成に努めます。 

⑤ 職員全体の相談援助能力 

    の向上 

今後、地域で支援を必要とされる方が益々増加

すると考えられるなか、住民がともに参画し、

共に支え合う地域福祉を実現するために、若年

層や男性等を含めた新たなボランティア層の

積極的育成に努めるとともに、地域での居場所

づくりをはじめとした新たな住民主体の地域

福祉活動の普及、及び育成に取り組みます。 

① 住民主体の地域福祉の 

    取り組みの普及、および育成 

現在の介護保険制度はさまざまな加算等に 

よりサービス利用単価が事業所ごとに差別化

され、複雑化しており、これまでの制度改定の

中で、１回当たりの利用単価は当初と比較して

１.５倍から２倍と大幅に上昇しています。介護

サービスの継続のためには安定した介護報酬

の確保が不可欠ですが、介護世帯の負担軽減の

対策も必要となっています。平成２５年度は、

暫定的にデイサービスの食事提供費用の負担

軽減の取り組みを試行します。 

③ 介護サービス利用者の負担 

    軽減の取り組み 

重点目標

利用者の生活全体のニーズを総合的に把握する

とともに、介護事業所相互の連携や生活支援サー

ビスその他のサービス、また医療機関その他の 

関係機関等との緊密な連携及び相互補完に積極

的に取り組み、利用者の生活全体を総合的に支援

できるよう体制づくりの強化に努めます。 

② 利用者の生活全体の 

    総合的な援助体制づくり 
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◎ サービスの内容及びご利用料金は、別紙の 

 「ご利用のしおり」をご覧下さい。 

８．身近な相談・支援体制の整備 

(２) 金銭管理・財産保全サービス等の実施 

(１) 身近な相談窓口の設置 

28．心配ごと相談所事業 （村受託） 

９．生活支援ハウスの受託運営 

29．生活支援ハウス運営事業 （村受託） 

活動概要

３．共同募金配分金事業 

(１) 生活支援事業  3事業  (２) 社会参加事業  2事業 

(３) 総合福祉事業  2事業 

６．在宅で介護をされる方の支援 

25．介護者リフレッシュ事業  ☆ 

24．介護教室  ☆ 

※ ☆印の5事業は、地域支援事業(国庫補助事業)として実施。 
７．生活資金の貸付け 

26．暮らし資金貸付事業

27．生活福祉資金貸付事業 （県社協受託） 

 １ ．ともに支えあう地域福祉の実現 
(１) 地域における福祉ニーズ反映、住民参加の促進 

１．地域福祉推進事業 ･･･支え合い活動の促進、

公共サービスの調整等 

(２) ボランティアの育成および支援 

２．ボランティア活動促進事業

･･･ボランティアの需給調整、ボランティア講座の開催等 

(４) 関係諸機関との連携 

６．福祉活動促進事業
･･･保健、医療、教育等の 

諸機関や、福祉団体等 

との連携および協働 

(３) 社会福祉の普及、および宣伝 

５．福祉教育推進事業 ･･･園児、小中学生や一般 

村民のための体験学習等 

４．調査広報事業 ･･･福祉ニーズの調査、広報活動 

３．福祉・健康の集い （社会福祉大会） 

9月8日(日)開催 

２．住民参加による福祉サービス 

７．どんぐり広場    ８．ミニ児童館

(１) こどものためのサービス

14．各種交流事業等の企画

13．障がい者希望の旅、及びふれあい交流会

(３) 障がいをもたれた方のためのサービス 

10．お楽しみ弁当  11．ごたくらぶ

12．会食会、及び敬老イベントへの協力

(２) お年寄りのためのサービス

９．ふれあい元気づくり教室

（高齢者エアロビクス） 

５．高齢者や障がい者の生活支援 

   および介護予防サービス 

21．生活支援ホームヘルプサービス  ☆ 

20．配食サービス  ☆ 

19．いきいきサロン  ☆ 

(５) 日常生活の支援および自立促進 

(４) 通院その他の移動手段および外出機会の確保 

(３) 生活機能の維持向上 

(２) 食生活の支援および栄養改善 

(１) 生きがいづくりの促進および介護予防 

22．外出支援サービス

（過疎地有償運送サービス）

（村受託） 

23．軽度生活援助サービス （村受託） 

４．高齢者や障がい者のための 

   介護保険・障害福祉サービス

(３) 訪問介護ステーションの運営 

(２) 王滝村デイサービスセンターの運営 

(１) 居宅介護支援センターの運営 

16．デイサービス （通所介護事業） 

18．障がい者ホームヘルプサービス

17．ホームヘルプサービス （訪問介護事業） 

15．居宅介護支援サービス

･･ 介護サービスの相談、ケアプラン(介護計画)の作成 
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事務費
4％

事業費
16％

預け金
3％

人件費
74％

固定資産
3％

受託金
11％

補助金
19％

積立金
8％

事業収入
1％

共同募金
1％

会費
1％

介護保険
57％

自立支援
2％
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25年度 24年度 増減 

１ 会費 845 907 △62 個人・法人会員年会費 

２経常経費補助金 16,058 15,622 436 社会福祉事業運営補助金 
地域福祉活動推進補助金 

 ３ 受託金 9,404 8,268 1,136 介護予防・生活支援事業 
生活支援ハウス運営事業 

 ４ 事業収入 933 869 64 利用料、参加費 

 ５ 共同募金配分金 574 598 △24 24年度共同募金配分金 

 ６ 介護保険収入 47,788 47,781 7 介護給付費、介護利用料 

 ９ 積立預金取崩収入 6,284 3,519 2,765 固定資産償却積立金 
暮らし資金積立金（運営補填） 

10 前期末残高 100 100 0

11 その他 62 64 △2 基金・積立金定期預金利息 

合計 83,493 78,789 4,704

 ７ 自立支援費 1,248 956 292 障がいサービス給付費等 

 ８ 補助事業等収入 197 105 92 移動支援事業受託料等 

※ 経理区分間繰入金、及び暮らし資金貸付に伴う積立金取崩額を除く。 

（単位：千円） 

収 入 83,493,000円 

25年度 24年度 増減 

１ 人件費 61,729 59,635 2,094 正規6名・村派遣1名 
役員報酬/非常勤 15名 

２事務費 3,235 3,229 6 システムリース料、施設費 
研修費、厚生費、手数料 他 

 ３ 事業費 13,652 13,083 569 地域福祉事業 1,592千円 
介護保険事業 6,295千円 

受託事業 5,765千円 

 ５ 退職共済預け金 2,405 2,338 67 長野県社協預け金 

 ６ 予備費 309 441 △132

合計 83,493 78,789 4,704

 ７ その他 63 63 0 助成金、分担金 

 ４ 固定資産取得支出 2,100 0 2,100 訪問・送迎用車輌更新 

（単位：千円） 

※ 経理区分間繰出金、及び暮らし資金貸付予算額 (30万円) を除く。 

支 出 83,493,000円 



介護保険事業で平成19年

度より積立ての固定資産

積立金を財源に、今年度

4月に更新致しました。 
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 会員年会費の使いみち 845千円
① こどもたちのために               2事業    96千円  

② お年寄りのために                  4事業  501千円 

③ 障がいをもたれた方へ            2事業    65千円 

④ ボランティアの育成・支援  1事業    85千円 

⑤ 福祉教育および社会福祉大会   2事業    98千円 

事業別予算の内訳

25年度 24年度 増減  ≪事業計画との関連≫ 

１ 法人運営事業 11,086 10,774 312  ～ 法人の管理運営 

２ 地域福祉推進事業 8,825 8,699 126 ～ １ ともに支えあう地域福祉の実現 

～２ 住民参加型福祉サービス  8事業 1,283千円

 ３ 介護保険事業 

  ① 居宅介護支援事業 

  ② 通所介護事業 

  ③ 訪問介護事業 

53,778

6,440

33,659

13,679

50,666 

4,211 

32,768 

13,687

3,112 

2,229 

891 

△8 

～４ 介護サービス 

 ４ 介護予防・生活支援事業 7,103 5,953 1,150 ～５ 生活支援および介護予防サービス 

～６ 在宅で介護をされる方の支援  2事業 185千円

～７ 身近な相談・支援体制の整備 1事業 100千円

 ５ 資金貸付事業 33 33 0 ～８ 生活資金の貸付け  2事業

 ６ 生活支援ハウス運営事業 2,668 2,664 4 ～９ 生活支援ハウスの受託運営 

合計 83,493 78,789 4,704 

（単位：千円） 

（ 人件費、役員報酬含む ） 

（ 業務委託賃金含む ） 

（ 人件費含む ） 

（ 人件費、賃金含む ） 

（ 人件費、賃金含む ） 

（ 賃金含む ） 

（ 人件費、賃金含む ） 

（ 賃金含む ） 

（ 貸付予算額 （300千円） は含まない ） 

6事業 7,542千円

5事業 6,818千円

３共同募金配分金事業 7事業 574千円

 (1)生活支援事業 105千円 ごたくらぶ、会食会 
                二次配分(村内１団体) 

 (2)社会参加事業 243千円 社会福祉大会 
                                              二次配分(郡内１団体) 

 (3)総合福祉事業 226千円 どんぐり広場、調査広報

事業別財源の状況 

○ 地域福祉推進事業 

 地域福祉推進事業は住民参加型の福祉サービスとして、

参加費、及び社協年会費や共同募金配分金等の独自財源で

運営していますが、年会費等の減少や基金からの預金利息

収入の落ち込みなどにより、積立金等より50万円程度の

取崩しを余儀なくされています。 

○ 介護保険事業 

 介護保険サービスは、保険より給付される介護報酬と 

利用者からの負担額（１割分）で運営されていますが、 

利用状況により収入が大きく変動するため、平成18年度

より積立金を計上し、安定したサービス提供体制の維持を

図れるように努めています。 

○ 受託事業 

 介護予防・生活支援サービス等の諸事業は、受託金で 

運営されています。また、介護予防等の５事業（３Ｐの☆

印の事業）は、国、県等からの補助を受けた地域支援事業

として実施されています。受託事業の利用料は社協でお預

かりし受託元の村へ直接納付されるため、予算計上の収入

額とは別に125万円程度の利用料をいただいています。 

○ 法人運営全般 

 人件費１名分及び共通事務経費に関しては介護保険事業

と経費を按分していますが、法人運営事業は元来より特定

の財源を持たないため、積立金等より毎年一定の取崩しが

必要となっています。法人運営及び地域福祉推進に係る 

人件費には、村からの補助金を充当させて頂いています。 
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２月16日 

王滝村の福祉指標 （高齢者）

    H25.1.1現在 

 65歳以上人口 324人 

  高齢化率 36.1％ (県26.5％)  
(国23.0％) H22 

 ひとり暮らし世帯   84人 

※対高齢者 26％ (県12％) H22

 高齢者のみの世帯 118人 

※対高齢者 36％ 

 介護保険認定者   41人 

※対高齢者 13％ (県16％) H21

（人口／897人） 
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75歳以上の皆さまを対象とし

た恒例の会食会が今年も開催

され、80名の皆さんが参加。

見たり、聞いたり、いっしょ

に参加して楽しみました。 

「
そ
れ
、
行
け
！
」
チ
ー
ム
に
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れ
て
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船
バ
レ
ー
。
み
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ん
一
所
懸
命
。
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協
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結

１
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31

日
、
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77
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町
村
社
協
と
県

社
協
は
、
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害
時
に
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け
る
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応
援
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定

を
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結
し
ま
し
た
。
県
内
10

ブ
ロ
ッ
ク
内
で

の
社
協
間
の
連
携
を
中
心
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
緊
急
的
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
法
人
運
営
に
対
す
る
職
員
派
遣
等
を

含
め
た
総
合
的
な
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容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
平
成
９
年
の

協
定
の
見
直
し
を
図
っ
た
も
の
で
す
が
、

災
害
時
に
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め

に
は
、
定
期
的
な
協
定
内
容
の
再
確
認
や
、

日
常
的
な
社
協
間
の
相
互
連
携
の
取
り
組
み

も
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

よく働くおんな衆。こどもを

おぶって畑仕事。 

王滝の方言をつかい、

とある夫婦の今昔を 

ふり返るちょっとおか

しな寸劇も披露されま

した。なつかしい若か

りし頃の暮らし

にタイムス

リップ !? 

手づくりの囲炉裏を囲んで、

酒を酌み交わす男衆。 

なつかしいわらべ唄。まりつきうた

をいっしょに口ずさみました。 
むかしの婚礼を再現！参加者も、

「祝い歌」と踊りで劇にいっしょ

に参加してくださいました。 

三味線の演奏でお出迎え！ 
大桑村より手づくり三味線サークル

「檜弦（ひづる）」の皆さんが、 

ボランティアで特別出演。 

締めは料理で舌鼓！

今年も多くのボラン

ティアや地域の皆さ

んが、調理や食材の 

提供などでご協力 

くださいました。 
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=評議員改選=   ◎交替

 大家  親 （行政／住民課） 

（任期：平成25年4月1日～平成26年5月31日） 

=職員異動= 

 新規採用（パート職員） H25.4.1付 

小山 三都代 
  （デイサービスセンター  調理員） 

○障害者総合支援法が制定 
 障がいを持たれた方の社会参加機会の確保

及び地域社会における共生、並びに社会的 

障壁の除去を目的に、平成25年４月より従来

の障害者自立支援法に替わり、新たに「障害

者総合支援法」が施行されました。社協で 

行なっている障害福祉サービスに関しては、

従来通りの内容でご利用いただけます。 

４
月
か
ら
調
理
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
社
協
で
の
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
）
食
事
は
全
く

未
知
の
世
界
な
の
で
、
教
え
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
ま
た
今
ま
で
の
経
験

を
活
か
し
な
が
ら
、
食
事
の
時
間
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

調理員（パート職員） 

小山 三都代さん 

二子持 

鞍 馬 

中 越 

東 

下 条 

上 条 

青島香代子さん 

佐藤和子さん

渡辺時江さん 

林 悟子さん（新任） 

川口清美さん（新任）

石井いずみさん（新任） 

藤田普子さん（新任）

大阪暁子さん 

田中淳子さん 

丸山妙子さん（新任）

植木久子さん 

九 蔵 

野 口 

滝 越 

森下愛子さん 

田中幸代さん 

三浦みち子さん

三浦恵美子さん 

（任期  平成25年4月1日～平成27年3月31日） 

各地区と社協を結ぶ橋渡し役として、情報紙の配布や社協

の会員募集、年会費の徴収等にご協力いただいています。 

○ どんぐり広場の年会費を値上げ 
 どんぐり広場の年会費を半年1,000円から半年

1,500円に500円値上げさせていただくことに 

なりました。社協年会費等の独自財源が減収する

なかで、１回当たりの利用料を250円とし他の

サービスとのバランスを考慮するとともに、サー

ビス内容の維持を図るためのものです。皆さまの

ご理解をお願い申し上げます。 

【特別企画】 

 ５月10日（金） 

 『卯月～春の行楽弁当』 

 ９月13日（金） 

 『長寿！ お祝い弁当』 

○ お楽しみ弁当に年２回の特別企画 
 月１回お届けしているお楽しみ弁当に、新たに 

特別企画として年２回のサービスが加わります。 

お楽しみ弁当は「つくり隊」ボランティアの皆さん

がお作りしているものですが、平成24年度には 

９グループ57名と、社協の登録ボランティアでは

最も多くの皆さんが 

活動されています。 

年１回のつくり隊の勉強会 

○デイサービスの食事費用を値下げ 
 昨年４月の介護保険制度改定に伴う営業時間の 

変更や処遇改善のための加算等の導入により、デイ

サービスの利用料金は１回当たり４～８％増加しま

した。利用される皆さまの負担軽減を図るため、 

今年度、暫定的に食事費用負担額を値下げさせて 

いただくことになりました。負担軽減のための財源

は、通常サービスのサービス費用より捻出させて 

いただきます。（尚、平成26年度以降は、経営 

状況を考慮し改めて検討させていただきます。） 

 【食事費用】変更前  １回   500円 

       変更後  １回   300円（△200円） 

◇ 制度改定に伴う利用者負担額の増減（要介護５） 

  年間  ＋6,240円～31,200円（週１回～５回利用） 

◇ 食事費用改定による利用者負担の増減 

  年間 △10,400～△52,000円（週１回～５回利用） 

※ 食事費用には食材費の他に人件費他の提供費用が含ま

れ、保険給付の対象外のため、原則として、費用の全額

を利用者の皆さまからいただくことになっています。 



１月
  9日(木) 心配ごと相談 PM

10日(金) どんぐり広場 AM

（共催） ごたくらぶ 

15日(水) エアロビ・元気教室 PM

23日(木) いきいきサロン 

24日(金) お楽しみ弁当 

28日(火) 介護者リフレッシュ（旅行）

30日(木) ボランティア新年交流会 

                福祉映画鑑賞会 

５月
  8日(水)   障がい者ふれあい交流会 

  9日(木) 無料法律相談（弁護士）

10日(金) ごたくらぶ PM 

      お楽しみ弁当（特別企画）

13日(月) エアロビ・元気教室 PM

14日(火) どんぐり広場 AM 

23日(木) いきいきサロン（高原） 

29日(水) 介護教室 PM

31日(金) お楽しみ弁当 

下  旬  理事会・評議員会

１０月
  3日(木) 障がい者希望の旅 

10日(木) 無料法律相談・女性相談 

16日(水) エアロビ・元気教室 AM

17日(木) どんぐり広場 AM

18日(金) ごたくらぶ（旅行）

24日(木) いきいきサロン（旅行）

25日(金) お楽しみ弁当 

29日(火) 出張介護教室/情報交換会

２月
  4日(火) ごたくらぶ PM

12日(水) エアロビ・元気教室 AM

13日(木) どんぐり広場 AM

      心配ごと相談 PM

15日(土) 会食会 

20日(木) いきいきサロン 

27日(木) 介護教室 PM

28日(金) お楽しみ弁当 

３月
  5日(水) どんぐり広場 AM

10日(月) エアロビ・元気教室 PM

13日(木) 無料法律相談 

14日(金) ごたくらぶ PM

27日(木) いきいきサロン 

28日(金) お楽しみ弁当 /ボラ反省会 

 下  旬     理事会・評議員会

１１月
  6日(水) 障がい者・園児交流会 AM

11日(月)   エアロビ・元気教室 PM

14日(木) 心配ごと相談 PM

15日(金) ごたくらぶ PM

22日(金) お楽しみ弁当 

26日(火)  介護者リフレッシュ（交流会）

27日(水) ボランティアスクール 

６月
11日(木)  介護者リフレッシュ（交流会）

13日(木) いきいきサロン 

     こども・青少年相談 PM

14日(水) ごたくらぶ PM

19日(水) どんぐり広場 AM 

21日(月) エアロビ・元気教室 PM 

26日(水) ボランティア講座 

28日(金) お楽しみ弁当 

９月
  8日(日) 福祉・健康の集い 

11日(水) エアロビ・元気教室 PM

12日(木) 心配ごと相談 PM

13日(金) ごたくらぶ PM 

      お楽しみ弁当（特別企画）

20日(金) どんぐり広場 AM

24日(火) 介護者リフレッシュ（旅行）

26日(木) いきいきサロン（滝越）

27日(金) お楽しみ弁当 

30日(月) つくり隊勉強会 

７月
  8日(月) いきいきサロン（保育園）

10日(水) どんぐり広場 AM

11日(木) 心配ごと相談 PM

17日(水) エアロビ・元気教室 PM

19日(金) ごたくらぶ AM

（共催） 介護教室（男性料理教室）

26日(金) お楽しみ弁当 

下 旬～   夏休みボランティア体験 
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４月
11日(木) 心配ごと相談 PM 

12日(金) エアロビ・元気教室 AM 

19日(金) ごたくらぶ PM 

23日(火) どんぐり広場 AM 

25日(木) いきいきサロン 

26日(金) お楽しみ弁当 

８月
  2日(金) ごたくらぶ PM

  8日(木) 無料法律相談 

 中  旬   理事会 

19日(月) どんぐり広場 AM

21日(水) エアロビ・元気教室 PM

22日(木) いきいきサロン 

23日(金) お楽しみ弁当

１２月
  2日(月) 介護教室（王寿会共催）PM

  4日(水) どんぐり広場 AM

12日(木) 無料法律相談（弁護士）

13日(金) エアロビ・元気教室 AM

（共催） ごたくらぶ 

19日(木) いきいきサロン 

27日(金) お楽しみ弁当（お節料理）

28日(木) いきいきサロン 

（AM共催） どんぐり広場 

※ 日程は変更になる場合 

  がありますので、あら 

  かじめご了承ください。 


